
・管内全般に平年よりも草丈は短く、茎数は少なく、生育量は小さくなっています。周期的に低温
　と日照不足が繰り返されたことと、５月末以降の低温、日照不足により葉の展開と分げつの発
　生が緩慢だったことが影響していると考えられます。また、葉色が淡いことも生育が緩慢な要因
　と考えられます。
・これから中干しの時期に入ってきますが、圃場間の生育差が大きいので、生育の状況を確認
　し、実施して下さい。
・茎数の増加が緩慢な圃場は、引き続き茎数の増加につながる水管理を心がけてください。
・深水を避けて、間断かん水を行ない生育を促進してください。
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生育調査結果（６月１０日現在）



低温、日照不足が続いており、葉いもちが発生しやすくなっています。減収につながるため、圃場をこま

めに見回り、早期発見、早期防除に努めましょう。


